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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原発より飛来した放射性Csが農地土壌に沈着しました。
土壌中でのCsの存在について説明します。
クリック
土壌を詳細にみると、養分が吸着するサイトは、大まかにいって粘土鉱物と、有機物に吸着されています。
この吸着されているサイトですが、場所によりその吸着力が異なることがわかっています。
クリック
粘土の層間に入ったものは、強い吸着をしめし、植物の利用はしにくいと考えられています。
一方、外側に吸着しているものや、有機物に吸着しているものは、吸着としては弱く、植物が利用しやすい分画と考えられいます。
一般的に土壌から作物へのCs移行のしやすさを示すものに、移行係数が使われますが、それは、測定のしやすさもあり、これらのCsを合計した全Csに対した作物のCs量で表しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、圃場に降下したCsは決して均一でないこともわかっています。
これは福島県農業総合センターの成果ですが、ある圃場では7～8倍の濃度差がみられました。
一方、そこで作物を栽培した場合の作物内のバラつきについては、ほとんど報告されていません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、本発表での目的は、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全と交換性
植物が吸いやすいのは交換性だという説明どこかに一言
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分布図についても説明
変動係数とは、
全Csは最大と最少で1.9倍の差に対し、交換性は4.4倍でした。
交換態のバラつきの方が大きかったです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他元素とのバラつきを比較します。
全量、交換態とも、セシウムが特にバラつきが高いということはなく、他の元素と同様の傾向を示しました。
なお、全量と交換態を比較すると、交換態の方がバラつきが高い傾向となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
栽培したソバのバラつきを見ますと、
ソバのバラつきは5.5倍となり、土壌のバラつきより大きいことが分かります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、作物のCs吸収は土壌中の成分のうち、何と相関が高いのでしょうか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全Cs以外の要因として、交換性Csと相関が高ったのが、全炭素量でした。
全炭素は、大まかには有機物含量を示していると考えられますので、交換性Csは有機物に吸着されていることを示唆しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、Csの抽出率、つまり、全Csに対する交換性Csの割合も、炭素含量と相関が高かったです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分布図についても説明
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